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日
本
印
刷
産
業
連
合
会
が
制

定
し
た
「
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ

ィ
ン
グ
認
定
制
度(

略
称
・
Ｇ
Ｐ

認
定
制
度)

は
、
一
九
八
五
年
に

環
境
問
題
に
対
す
る
社
会
的
要

求
が
高
ま
り
、
印
刷
産
業
も
環

境
に
配
慮
し
た
製
品
作
り
が
求

め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
印
刷
産

業
界
の
環
境
自
主
基
準
「
印
刷

サ
ー
ビ
ス
グ
リ
ー
ン
基
準
」
と

し
て
制
定
し
た
も
の
で
す
。 

 
同
制
度
は
本
基
準
を
達
成
し

た
工
場
・
事
業
所
を
認
定
、
環 

                    

境
経
営
に
積
極
的
な
印
刷
関
連

企
業
と
し
て
推
奨
す
る
と
と
も

に
、
同
基
準
に
適
合
し
た
印
刷

製
品
に
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ

ン
グ
マ
ー
ク
（
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
）

を
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環

境
に
配
慮
し
た
印
刷
製
品
が
広

く
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

 

す
で
に
全
国
で
三
六
八
社
が

Ｇ
Ｐ
認
定
工
場
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
残
念
な
が
ら
シ
ー
ル
印

刷
関
係
は
ま
だ
十
九
社
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
環
境
問
題
に
対
す

る
要
求
は
日
に
日
に
厳
し
さ
を

増
し
て
き
て
お
り
、
得
意
先
か

ら
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得
を
要
求
さ
れ

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
小
規
模
零
細
企

業
に
と
っ
て
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取

得
は
高
額
な
費
用
が
掛
か
る
こ

と
や
、
申
請
な
ど
で
も
専
門
家

が
必
要
に
な
る
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
大
き
な
悩
み
に
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
。 

 

ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で
は
な
く
て

Ｇ
Ｐ
で
得
意
先
が
納
得
し
て
く

れ
る
の
か
と
い
っ
た
疑
問
が
あ

る
こ
と
も
事
実
。 

 

Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
は
す
で
に
環

境
省
か
ら
も
「
印
刷
業
界
の
環

境
自
主
基
準
に
基
づ
き
、
事
業

者
（
工
場
等
）
の
環
境
負
荷
低

減
へ
の
取
組
及
び
環
境
に
配
慮

し
た
印
刷
製
品
を
認
定
す
る
と

い
う
総
合
認
定
制
度
。
印
刷
業

界
の
環
境
負
荷
の
低
減
及
び
市

場
へ
提
供
す
る
印
刷
製
品
の
環

境
負
荷
低
減
を
推
進
し
て
い
ま

す
」
と
認
め
ら
れ
て
い
る
制
度

で
、
い
わ
ば
中
小
・
零
細
企
業

向
け
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
も
言
え
る
も

の
で
す
。 

 

ま
た
、
東
京
都
で
も
入
札
の

条
件
に
Ｇ
Ｐ
認
定
を
受
け
て
い

る
も
の
と
し
て
お
り
、
す
で
に

公
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
認
定

制
度
で
す
。 

こ

の

ほ

ど

東

京

都

印

刷

工

業
組
合
が
窓
口
と
な
っ
て
東
京

都
環
境
局
「
平
成
二
十
九
年
度

民
間
と
連
携
し
た
揮
発
性
有
機

化
合
物
排
出
削
減
対
策
推
進
事

業
」
の
実
施
団
体
に
採
択
さ
れ

た
た
め
、
都
内
の
組
合
員
が
Ｖ

Ｏ
Ｃ
の
排
出
を
削
減
す
る
た
め

の
環
境
関
連
認
証
取
得
費
「
日

印
産
連
の
Ｇ
Ｐ
認
定
」
や
Ｖ
Ｏ

Ｃ
警
報
器
の
導
入
費
用
の
二
分

の
一
を
都
が
補
助
す
る
。 

 

組
合
で
は
前
号
で
東
京
都
が

十
月
一
日
よ
り
ゴ
ミ
処
理
費
用

を
値
上
げ
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
を
報
じ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

機
会
に
組
合
の
Ｒ
Ｐ
Ｆ
事
業
に

是
非
参
加
す
る
よ
う
訴
え
ま
し

た
。 

 

前
号
で
も
報
じ
た
よ
う
に
、

Ｒ
Ｐ
Ｆ
事
業
に
参
加
し
て
い
る

組
合
員
は
、
Ｇ
Ｐ
認
定
に
有
利

に
働
く
こ
と
は
必
至
で
、
取
得

の
た
め
の
申
請
書
類
の
作
成
、

ま
た
、
助
成
金
の
手
続
き
に
つ

い
て
も
、
組
合
が
責
任
を
持
っ

て
専
門
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
の
で
、
組
合
事
務
局
ま
で
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 
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第１９回ラベル関連ミニ機材展 

次回は来年２月１７日(土)に開催 

11 月より出展申し込み受付け 

いまが取得のチャンスです ! 

ＧＰは中小企業版のＩＳＯです 

東京都が取得費用の半額を助成  

 

http://www.label-tokyo.com/
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日

本

印

刷

産

業

連

合

会

で

は
、
環
境
関
連
の
法
規
制
の
施

行
、
改
定
等
が
相
次
い
で
お
り
、

各
種
法
規
が
複
雑
か
つ
多
岐
に

渡
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
印
刷

全
般
に
関
わ
る
環
境
関
連
法
規

の
手
引
き
書
と
し
て
、『
印
刷
産

業
に
お
け
る
環
境
関
連
法
規
集

(

二
〇
一
七
年
版)

』
を
二
〇
一

二
年
版
の
改
訂
版
と
し
て
発
刊

し
ま
し
た
。  

 

こ
れ
は
印
刷
に
関
わ
る
全
て

の
環
境
関
連
法
規
を
取
り
上
げ

そ
の
概
要
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
、
さ
ら
に
こ
れ
に
工
場
立

地
、
防
災
、
労
働
安
全
等
に
関

す
る
法
規
の
解
説
も
加
え
て
、

印
刷
産
業
に
た
ず
さ
わ
る
皆
様 

方
が
企
業
活
動
、
環
境
活
動
を

行
う
上
で
、
ま
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四

〇
〇
一
や
Ｇ
Ｐ
工
場
認
定
な
ど

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

構
築
・
運
用
の
際
の
重
要
な
資

料
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
編

集
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
保
有

設
備
や
作
業
内
容
か
ら
簡
単
に

該
当
す
る
法
令
を
引
く
こ
と
が

で
き
る
「
法
令
逆
引
き
表
」
を

掲
載
し
利
用
し
や
す
く
な
る
よ

う
工
夫
し
ま
し
た
。 

 

本
書
は
二
〇
一
七
年
四
月
一

日
ま
で
の
法
改
正
状
況
を
反
映

さ
せ
、「
二
〇
一
二
年
版
環
境
関

連
法
規
週
」
以
後
の
法
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

価
格
は
会
員
価
格
で
一
冊
二

千
円
。
希
望
者
は
日
本
印
刷
産

業
連
合
会
の
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
購
入
で
き
ま
す
。 

 h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
f
p
i
.
o
r
.
j
p
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日本印刷産業連合会 

「環境関連法規集」を発刊 

印刷に関わる法規分かりやすく 
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矢
野
経
済
研
究
所
で
は
、
こ
の

ほ
ど
プ
リ
ン
タ
（
出
力
機
器
）

の
世
界
市
場
の
調
査
を
実
施
し

た
が
、
全
体
的
に
は
出
荷
台
数

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
も
の
の
、

デ
ジ
タ
ル
ラ
ベ
ル
印
刷
機
に
関

し
て
は
、
大
幅
な
成
長
ト
レ
ン

ド
で
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
ベ
ル
印
刷

機
の
世
界
出
荷
台
数
を 

二
〇

二
一
年
度
に
一
五
五
〇
台
と
予

測
し
て
い
る
。 

【
調
査
結
果
サ
マ
リ
ー
】 

‹
 

 

■
二
〇
一
六 

年
度
の
プ
リ

ン
タ
世
界
出
荷
台
数
は
前
年
度

比 

９
７
．
０
％
の 

一
億 

四
〇 

万
台 

 

二
〇
一
六 

年
度
の
プ
リ
ン

タ
（
出
力
機
器
）
世
界
出
荷
台

数
は
、
メ
ー
カ
ー
出
荷
ベ
ー
ス

で
前
年
度
比 

９
７
．
０
％
の 

一 

億 

四
〇 

万
台
で
あ
っ
た
。 

 

二
〇
一
七 

年
度
の
同
出
荷

台
数
を
前
年
度
比 

９
８
．
０
％

の 

九
八
四
〇 

万
台
と
予
測
す

る
。
二
〇
一
六 

年
度
は
中
国 

経
済
の
減
速
に
加
え
て
、
ア
メ

リ
カ
や
ユ
ー
ロ
圏
の
企
業
の
一

部
に
弱
め
の
動
き
が
広
が
り
、

先
行
き
不
透
明
な
景
況
感 

が

漂
っ
た
こ
と
や
、
為
替
変
動
に

よ
る
リ
ス
ク
が
市
場
に
影
響
し
、

プ
リ
ン
タ
の
世
界
出
荷
台
数
は

伸
び
悩
ん
だ
。 

二

〇

一

七

年

度

も

経

済

成

長
の
鈍
化
が
見
込
ま
れ
、
プ
リ

ン
タ
の
世
界
出
荷
台
数
は
減
少

す
る
と
予
測
す
る
。 

 

■
二
〇
一
六 

年
度
の
プ
リ

ン
タ
世
界
出
荷
金
額
は
前
年
度

比
９
４
．
９
％
の
五
兆 

九
五
〇

〇 

億
円 

 

二
〇
一
六 

年
度
の
プ
リ
ン

タ
（
出
力
機
器
）
世
界
出
荷
金

額
は
、
メ
ー
カ
ー
出
荷
ベ
ー
ス

で
前
年
度
比 

９
４
．
９
％
の 

五 

兆 

九
五
〇
〇 

億
円
で
あ

っ
た
。
景
況
感
が
不
安
定
な
こ

と
や
為
替
変
動
に
よ
る
リ
ス
ク

が
民
間
企
業
の
設
備
投
資
に
影

響
し
、 

経
済
成
長
の
鈍
化
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
〇
一

七 

年
度
の
同
出
荷
金
額
は
前

年
度
比 

９
７
．
５
％
の 

五 

兆 

８
，
０
０
０ 

億
円
に
な
る
と
予

測
す
る
。 

■
大
幅
な
成
長
ト
レ
ン
ド
で
、

デ
ジ
タ
ル
ラ
ベ
ル
印
刷
機
の
世

界
出
荷
台
数
を 

二
〇
二
一 

年

度
に 

一
五
五
〇 

台
と
予
測 

 

二
〇
一
六 

年
度
の
デ
ジ
タ

ル
ラ
ベ
ル
印
刷
機
の
世
界
出
荷

台
数
は
、
メ
ー
カ
ー
出
荷
ベ
ー

ス
で
前
年
度
比 

１
１
４
．
０
％

の 

九
八
〇 

台
で
あ
っ
た
。
ラ

ベ
ル
印
刷
機
は
デ
ジ
タ
ル
化
率

が
低
く
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
潜

在
的
な
ニ
ー
ズ
が
注
目
さ
れ
て

い 

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
デ
ジ
タ

ル
ラ
ベ
ル
印
刷
機
世
界
市
場
の

大
幅
成
長
の
ト
レ
ン
ド
は
今
後

も
続
き
、
二
〇
二
一 

年
度
の
世

界 

出

荷
台

数
は 

一
五

五
〇 

台
に
、
同
出
荷
金
額
は 

五
七
〇 

億
円
に
達
す
る
と
予
測
す
る
。 

【

調

査

結

果

の

概

要

】 
 

 
 

⒈
・
出
荷
概
況
と
将
来
予
測 

 
 

二
〇
一
六 
年
度
の
プ
リ
ン

タ
（
出
力
機
器
）
世
界
出
荷
台

数
は
前
年
度
比 

９
７
．
０
％
の 

一 

億 

四
〇 

万
台
、
同
出
荷
金

額
は
同 

９
４
．
９
％
の 

五 
兆 

九
五
〇
〇 

億
円
（
い
ず
れ
も
メ

ー
カ
ー
出
荷
ベ
ー
ス
）
と
な
っ

た
。 

 

二
〇
一
六 

年
度
は
中
国
経

済
の
減
速
に
加
え
て
、
ア
メ
リ

カ
や
ユ
ー
ロ
圏
の
企
業
の
一
部

に
弱
め
の
動
き
が
広
が
っ
た
こ 

と
で
先
行
き
不
透
明
な
景
況
感

が
漂
っ
た
こ
と
や
、
為
替
変
動

に
よ
る
リ
ス
ク
が
影
響
し
、
市

場
は
縮
小
し
た
。
分
野
別
に 

世

界
市
場
を
見
る
と
、
オ
フ
ィ
ス

向
け
プ
リ
ン
タ
は
大
容
量
イ
ン

ク
タ
ン
ク
搭
載
プ
リ
ン
タ
が
好

調
で
は
あ
る
も
の
の
、
単
価 

が

下
落
傾
向
に
あ
る
機
器
も
多
く
、

オ
フ
ィ
ス
向
け
全
体
と
し
て
は

伸
び
悩
ん
で
い
る
。 

一
方
、
業
務
用
／
産
業
向
け

プ
リ 

ン
タ
は 

二
〇
一
六 

年

度
も
総
じ
て
好
調
で
、
同
分
野

を
注
力
分
野
の
ひ
と
つ
と
し
て

い
る
プ
リ
ン
タ
メ
ー
カ
ー
は
増

加
基
調
に 

あ
る
。
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
プ
リ
ン
タ
な
ど
で
は
、
高

生
産
性
機
種
や
高
付
加
価
値
機

へ
の
シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
る
。 

 
 

二
〇
一
六 

年
度
下
期
に
入

る
と
、
中
国
経
済
に
は
持
ち
直

し
の
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
民
間
企
業
の
お
け

る 

設
備
投
資
の
伸
び
は
弱
く
、

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
動
向

や
ユ
ー
ロ
圏
の
景
況
感
は
不
安

定
で
あ
る
こ
と
か
ら 

二
〇
一

七 

年 
度
も
経
済
成
長
の
鈍
化 

が
見
込
ま
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

二
〇
一
七 

年
度
の
プ
リ
ン
タ

世
界
出
荷
台
数
を
前
年 

度
比 

９
８
．
０
％
の 

九
八
四
〇 

万

台
、
同
出
荷
金
額
は
同 

９
７
．

５
％
の 

五 

兆 

八
〇
〇
〇 

億

円
（
い
ず
れ
も
メ
ー
カ
ー
出
荷

ベ
ー
ス
）
と 

予
測
す
る
。 

 

な
お
、
日
本
国
内
に
お
け
る

プ
リ
ン
タ
（
出
力
機
器
）
市
場

は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
こ
そ
堅
調
に
推
移

し
た
も
の
の
、
為
替
レ
ー
ト
が 

円
高
に
動
い
た
こ
と
な
ど
に
よ 

り

企

業

の

設

備

投

資

に

慎

重
さ
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
、
世

界
市
場
同
様
に
縮
小
し
た
。 

オ

フ

ィ

ス

向

け

プ

リ

ン

タ

で
は
、
コ
ス
ト
な
ど
の
面
か
ら

社
内
向
け
資
料
の
出
力
に
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
を
利
用

す
る
企
業 

が
国
内
で
も
増
加

傾
向
に
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
が
好
調

で
あ
る
。 

 

２
・ 

注
目
す
べ
き
動
向
～
デ

ジ
タ
ル
ラ
ベ
ル
印
刷
機 

 

二
〇
一
六
年
六
月
に
開
催
さ

れ
た 

d
r
u

p
a

2
0

1
6

（
独
・
デ
ュ

ッ
セ
ル

ド
ル

フ
で 

四 

年
に 

一
回
開
催
さ
れ
る
印
刷
総
合
見

本
市
の
好
影
響
を
受
け
、
二
〇

一
六 

年
度
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
ベ

プリンター世界市場に関する調査 

デジタルラベル印刷機が 

大幅な成長トレンドと予測 

矢野経済研究所が実施  



ル

印

刷

機

の

世

界

出

荷

台

数

（
メ
ー
カ
ー
出
荷
ベ
ー
ス
）
は

前
年
度 

比 

１
１
４
．
０
％
の 

九
八
〇 
台
と
順
調
に
成
長
し

た
。 

 

近
年
、
商
業
印
刷
分
野
に
加

え
て
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
タ
市
場

で
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

デ
ジ
タ
ル
ラ
ベ
ル
印
刷 
機
で
、

各
印
刷
機
メ
ー
カ
ー
も
需
要
先

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
商
業
印
刷
分

野
か
ら
産
業
軽
印
刷
分
野
へ
と

間
口
を
広
げ
て 

い
る
。 

市
場
活
性
化
の
一
因
に
は
、

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
専
用
の
デ
ジ

タ
ル
ラ
ベ
ル
印
刷
機
が
数
多
く

発
売
さ
れ
た
こ
と
な
ど 

が
挙

げ
ら
れ
る
。 

し
か
し
そ
れ
以
上

に
デ
ジ
タ
ル
ラ
ベ
ル
印
刷
機
市

場
は
、
他
の
商
業
印
刷
と
比
較

し
て
、
利
用
さ
れ
て
い
る
ラ
ベ

ル
印
刷
機
の
デ
ジ
タ
ル
化
率
が

低
く
、
ユ
ー
ザ
ー
側
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
す
る
期
待
値
が
大
き

い
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 

デ

ジ

タ

ル

ラ

ベ

ル

印

刷

機

市
場
の
大
幅
成
長
の
ト
レ
ン
ド

は
今
後
も
続
き
、
二
〇
二
一
年

度
の
同
出
荷
台
数
は
、
一
五
五

〇 

台
に
、
出
荷
金
額
は 

五
七

〇
億
円
に
達
す
る
と
予
測
す
る
。  

 

な
お
、
日
本
国
内
に
お
い
て

も
、
デ
ジ
タ
ル
ラ
ベ
ル
印
刷
機

は
世
界
市
場
同
様
に
好
調
で
、

二

〇

一

七

年

度

以

降

も

成

長 

ト
レ
ン
ド
が
続
く
見
通
し
で
あ

る
。 そ

の

用

途

も

コ

ー

シ

ョ

ン

（
警
告
）
ラ
ベ
ル
や
貼
付
ラ
ベ

ル
、
工
業
用
ラ
ベ
ル
、
医
療
用 

 

 

ラ
ベ
ル
に
加
え
、
一
般
の
ア
パ

レ
ル
タ
グ
や
洋
酒
・
日
本
酒
・

ワ
イ
ン
の
ボ
ト
ル
ラ
ベ
ル
、
銘

板
（
仕
様
表
示
）
ラ
ベ
ル
な
ど 

に
拡
大
し
て
い
る
。 

《
引
用
資
料
・
矢
野
経
済
研
究

所
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
よ
り
》 

 

                                 

                                 



■
手
足
口
病
と
は 

手

足

口

病

は

夏

季

に

流

行

し
、
七
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染
症
。
原
因

ウ
イ
ル
ス
は
「
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ

ル
ス
」
と
「
コ
ク
サ
ッ
キ
ー
ウ

イ
ル
ス
」
で
、
複
数
の
種
類
が

あ
る
の
で
何
度
も
か
か
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。 

               

患
者
の
ほ
と
ん
ど
は
小
児
で
、

5

歳
未
満
の
小
児
が

8
0

％
を
占

め
ま
す
が
、
ま
れ
に
大
人
に
も

感
染
し
ま
す
。 

 

夏
に
な
る
と
子
ど
も
を
中
心

に
患
者
数
が
増
え
る
感
染
症
が
、

「
手
足
口
病
」「
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー

ナ
」
「
咽
頭
結
膜
熱
（
プ
ー
ル

熱
）
」
。"

子
ど
も
の
三
大
夏
風
邪

"

と
呼
ば
れ
た
り
も
し
ま
す
が
、

例
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

そ
れ
ぞ
れ
の
流
行
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
の
で
、
特
長
や
注
意

点
を
確
認
し
、
事
前
の
感
染
対

策
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

 

■
ど
ん
な
症
状
？ 

 

口
の
中
の
粘
膜
や
手
の
ひ
ら
、

足
の
裏
、
足
の
甲
な
ど
に
水
疱

性
の
発
疹
が
現
れ
て
、
一
〜
三

日
間
発
熱
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
水
疱
は
、
か
さ
ぶ
た
に
な

ら
ず
に
治
る
場
合
が
多
く
、1

週
間
程
度
で
な
く
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
一
〜
二
ヶ
月
後
に
手

足
の
爪
が
は
が
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
大
事
に
は
い
た
ら

ず
す
ぐ
に
新
し
い
爪
が
生
え
て

き
ま
す
が
、
口
の
中
に
で
き
た

水
疱
が
つ
ぶ
れ
た
後
に
で
き
る

口
内
炎
（
口
の
中
に
で
き
た
潰

瘍
）
が
ひ
ど
く
、
食
事
や
飲
み

も
の
を
受
け
つ
け
な
く
な
る
こ

と
か
ら
、「
脱
水
症
状
」
を
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま

た

、

原

因

ウ

イ

ル

ス

の

「
エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
は
無

菌
性
髄
膜
炎
の
九
〇
％
を
占
め

る
た
め
、
ま
れ
に
脳
炎
を
伴
っ

て
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

■
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら 

 

手
足
口
病
に
対
す
る
特
効
薬

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
口
内
炎
に

対
し
て
鎮
痛
薬
で
痛
み
を
和
ら

げ
た
り
、
粘
膜
保
護
剤
の
軟
膏

な
ど
が
処
方
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 

の
ど
に
痛
み
が
あ
る
の
で
、

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
よ

う
な
刺
激
の
あ
る
も
の
は
避
け
、

の
ど
ご
し
の
良
い
少
し
冷
た
い

飲
み
も
の
が
お
す
す
め
で
す
。

（
例
え
ば
、
麦
茶
や
牛
乳
、
冷

め
た
ス
ー
プ
な
ど
） 

食
べ
も
の
は
、
刺
激
が
少
な
く

か
ま
ず
に
飲
み
込
め
る
も
の
に

し
ま
し
ょ
う
。（
例
え
ば
、
ゼ
リ

ー
や
プ
リ
ン
、
冷
め
た
お
じ
や
、

豆
腐
な
ど
）
約
五
日
程
度
で
治

り
ま
す
。 

 
 ■

感
染
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に

対
策
を 

手
足
口
病
は
、
く
し
ゃ
み
な

ど
の
際
に
出
る
飛
沫
に
よ
っ
て

感
染
す
る
「
飛
沫
感
染
」
と
、

舐
め
て
唾
液
や
鼻
水
が
つ
い
た

お
も
ち
ゃ
の
貸
し
借
り
な
ど
、

手
が
触
れ
る
こ
と
で
感
染
す
る

「
接
触
感
染
」
が
主
な
感
染
経

路
で
す
。
ま
た
、
回
復
後
も
口

（
呼
吸
器
）
か
ら
一
〜
二
週
間
、

便
か
ら

2

〜4

週
間
に
わ
た
っ

て
ウ
イ
ル
ス
が
排
泄
さ
れ
る
の

で
、
お
む
つ
な
ど
の
交
換
後
に

汚
染
さ
れ
た
手
指
を
介
し
て
感

染
が
広
が
り
ま
す
。 

 

■
大
人
の
手
足
口
病
と
は 

大

人

の

手

足

口

病

の

初

期

症
状
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。 

ウ

イ

ル

ス

感

染

し

た

三

日

～
五
日
後
あ
た
り
に
、
初
期
症

状
が
現
れ
始
め
る
の
で
す
が
、

ま
ず
口
の
中
が
痛
く
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
手
の
ひ
ら
や
口
の
中
、

背
骨
や
足
底
な
ど
に
二
～
三
ｃ

ｍ
の
水
疱
性
の
発
疹
が
出
て
き

ま
す
。
熱
が
出
る
場
合
も
あ
り
、

三
人
に
一
人
程
度
の
割
合
で
発

熱
し
ま
す
が
、
高
熱
に
は
な
ら

な
い
の
が
特
徴
で
す
。 

 

大
人
で
も
子
供
で
も
、
手
足

口
病
の
初
期
症
状
を
出
し
た
と

し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
が
数
日
で

治
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
ほ

ど
恐
れ
る
病
気
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

 

《
参
考
資
料
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No147 健康がいちばん !   

夏に多い手足口病とは 

まれに大人がかかることも 
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http://family.saraya.com/kansen/teashikuchibyo/index.html


     

三
起
機
械
㈱(

大
阪
市
高
井

田
中
五
の
四
の
三
九 

☎
〇
六

ー
六
七
八
七
ー
〇
一
六
一)

で 

            
 

              

    

は

、
凸

版

間

欠

機
「

Ｓ

Ｍ

ー

３

０

０

」
「

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｙ

ー

２

０

０

」
の

コ

ン

セ

プ

ト

を

融  

   

  

  合

さ

せ

、
さ
ら
に
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
の
細
や
か
な
要
望
に
応
え
た

新
た
な
間
欠
レ
タ
ー
プ
レ
ス
印

刷
機
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
ー
３
３
０
」

(

写
真)

と
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｏ
ー
２
５

０
」
を
発
表
し
注
目
を
集
め
て

い
る
。 

「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
ー
３
３
０
」

は
、
「

Ｓ

Ｍ

ー

３

０

０

」

を

越

え

た

充

実

の

機

能

、
間

欠

レ

タ

ー

プ

レ

ス

機

の

ス

タ

ン

ダ

ー

ト

で

、
①

片

持

リ

フ

ト

巻

出

し

装

置

②

ダ

イ

ヤ

ル

式

イ

ン

キ

ツ

ボ

装

置

③

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

液

晶

タ

ッ

チ

パ

ネ

ル

④

圧

同

装

置

⑤

高

機

能

見

当

確

認

カ

メ

ラ

装

置

⑥

イ

ン

ラ

イ

ン

の

り

面

印

刷

装

置

な

ど

の

標

準

装

備

や

オ

プ

シ

ョ

ン

を

備

え

て

お

り

、
オ

ペ

レ

ー

タ

ー

の

負

担

軽

減

や

作

業

効

率

を

サ

ポ

ー

ト

し

て

い

る

。 

一
方
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｏ
ー
２
５
０
」

は
最
大
紙
巾
二
五
〇
㎜
で
、
①

カ
ラ
ー
液
晶
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
②

蛇
行
修
正
装
置
③
印
刷
シ
リ
ン

ダ
ー
④
圧
同
装
置
⑤
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
ダ
イ
カ
ッ
ト
装
置
⑥
ラ
ミ 

    

ネ

ー

ト

装

置

な

ど

の

標

準

装
備
、
オ
プ
シ
ョ
ン
を
備
え
て

い
る
。 

同

社

の

印

刷

機

の

最

大

の

特
徴
は
、
何
と
い
っ
て
も
「
シ

ャ
フ
ト
レ
ス
」
「
ガ
イ
ド
レ
ス
」

と
言
っ
た
同
社
独
自
の
機
構
に

あ
り
、
特
に
作
業
効
率
に
著
し

く
悪
影
響
を
及
ぼ
す
「
紙
ガ
イ

ド
」
を
装
着
し
て
お
ら
ず
、
長

年
の
技
術
蓄
積
と
蛇
行
修
正
装

置
を
装
備
し
、
発
生
す
る
問
題

を
解
決
し
た
点
。 

こ

れ

に

よ

っ

て

ユ

ー

ザ

ー

の
作
業
項
目
か
ら
紙
替
え
の
手

間
と
糊
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
取

り
除
い
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。 

見
当
が
合
う
、
使
い
勝
手
が

良
い
等
々
、
印
刷
機
械
と
し
て

の
能
力
は
も
ち
ろ
ん
、
ト
ラ
ブ

ル
時
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
等

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
充
実
し
て

お
り
、
生
産
性
の
向
上
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
。 

 
 

同

社

は

大

阪

本

社

に

シ

ョ

ー
ル
ー
ム
を
常
設
し
て
お
り
、

随
時
見
学
・
テ
ス
ト
印
刷
も
受

け
付
け
て
い
る
。 

     

                            

第
一
五
八
回

「
三 

起 

機 

械
」 

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 
間欠レタープレス「SMART-330 」「ALTO-250」 

圧倒的なパフォーマンスの進化がここにある 

独自の「シャフトレス」「ガイドレス」を装備 


